
桶川市告示第１２４号 

 桶川市職員に対する働きかけに関する取扱要綱を次のように定める。 

  平成１６年８月２６日 

                   桶川市長 岩 﨑 正 男 

   桶川市職員に対する働きかけに関する取扱要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、職員が、その職務に関して外部の者から働きかけを

受けた場合に、その内容を記録し、報告し、及びその情報を共有するこ

とで、組織として適切な対応の徹底を図るとともに、行政運営の公正の

確保と透明性の向上を図ることを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において「職員」とは、地方公務員法（昭和２５年法律

第２６１号）第３条第２項に規定する一般職に属する常勤の者をいう。 

２ この要綱において「働きかけ」とは、次に掲げるものをいう。ただし、

公式又は公開の場で行われたもの及び陳情書、要望書等の書面により行

われたものは除く。 

(1) 本市が行う許可、認可又は契約、職員の採用、人事異動等に関し、

特定の者に対して有利な取扱い又は不利益な取扱いを求めること。 

(2) 職務上特定の者に対し、義務のないことを行わせ、又は権利の行使

を妨げること。 

(3) 執行すべき職務を執行しないよう、又は所定の期限までに執行しな

いよう求めること。 

(4) 職務上知り得た情報を漏えいさせようとすること。 

(5) 公務員としての職務に関する倫理に反する行為を求めること。 

(6) 法令により与えられた権限の行使にあたり、公正中立な執行を妨げ

ること。 

 （働きかけの報告） 



第３条 働きかけを受けた職員は、速やかに働きかけに関する報告書（様

式第１号。以下「報告書」という。）を作成し、市長へ報告するものと

する。 

 （結果の報告） 

第４条 職員は、働きかけに対しての対応結果について、働きかけに関す

る結果報告書（様式第２号。以下「結果報告書」という。）を作成し、

市長へ報告するものとする。 

２ 職員は、前条及び前項の規定による報告が終了したときは、報告書及

び結果報告書（以下「報告書等」という。）の写しを総務課長に送付す

るものとする。 

 （努力義務） 

第５条 職員は、この要綱の対象とならない要望、陳情等（公式又は公開

の場でなされたもの及び書面により行われたものを除く。）については、

この要綱の例により適切に処理するよう努めるものとする。この場合に

おいて、各課等で独自の様式を用いているときは、その様式を使用する

ことができる。 

 （文書の保管、保存及び公開） 

第６条 報告書等は、桶川市文書取扱規程（昭和６３年桶川市訓令第１

号）により保管し、及び保存するとともに、桶川市情報公開条例（平成

１３年桶川市条例第１３号）第２条第１号の公文書として取り扱うもの

とし、この公文書の公開又は非公開は、同条例第７条に定めるところに

よるものとする。 

 （委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、公布の日から施行する。

  



様式第１号（第３条関係） 

働きかけに関する報告書 

（課名        ） 

報告作成     年   月  日

報告終了     年   月  日

市 長 助 役 部 長 次 長 課 長 主 幹 主担当 担 当 

        

合 議 

対 応 日 時 年  月  日（  ）     時   分 

対 応 場 所  

対 応 方 法 口頭 ・ 電話 ・ その他（           ）

対応職員の職・氏名  

働 き か け を 行 っ た 者

の住所・氏名等 

 

          （連絡先            ）

件名 内 容 （ 簡 潔 に 要 旨 を

記入） 要旨 

 

 

 

対 応 措 置 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項  

 

 

  



様式第２号（第４条関係） 

働きかけに関する結果報告書 

（課名       ） 

報告作成     年   月  日

報告終了     年   月  日

市 長 助 役 部 長 次 長 課 長 主 幹 主担当 担 当 

        

合 議 

件     名  

 

対 応 結 果 １ 相手方了承した。 

２ その他 

 

 

 

 

 対応経過その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

  


